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論文内容の要旨
本論文は鎌倉時代以来の歴史を有する浄土真宗の本願寺と中世以来わが国の演劇の中核的存在で、あった能楽(能と
狂言)とのかかわりを能楽研究の立場から論じたもので、室町後期 (15 世紀前半)から近代におよぶ能楽史研究であ
る。
全体は、 「論考編j と「資料編」からなっていて、 「論考編」の第 1 章「中世の本願寺能楽J は、第 1 節「本願寺
能楽史の原点をめぐって-蓮如・実如時代の能楽一」、第 2節「本願寺謡初・松嚇子の成立j 、第 3 節「下問少進の
能 『四座役者目録」を中心に j の 3 節からなり、室町時代後期から安土桃山時代における本願寺と能楽との関係
を、謡初や松噺子といった演能の場や下間少進という役者に焦点をあてて論じている。
第 2 章「近世の本願寺能楽」は、第 1 節「近世本願寺の能楽一謡初・御節の演能をめぐって一」、第 2 節 r r西王
母J r岩船」の捧物一本願寺謡初における特殊演出一」、第 3 節「宗祖遠忌能をめぐってJ 、第 4 節「東本願寺の能
楽-寺侍宮谷を中心に一」、第 5節「西本願寺演能の職制をめぐって-楽屋奉行と肝煎-J の 5 節からなり、近世に
おける本願寺の能楽を、謡初・松嚇子・御節・遠忌能などの演能の場、能楽上演の制度、担い手、特殊な演出といっ
た諸点から論じている。
第 3 章「本願寺能楽の周辺」は、第 1 節「近世京都謡方の一翼-西本願寺能肝煎・皆山氏をめぐって一」、第 2 節
「家元・名代・師匠・弟子一江戸後期西本願寺家臣の狂言入門ー」、第 3 節「本願寺能楽出演者余考」、第 4節「良
如の芸能サロン一操り浄瑠璃と初期歌舞伎一」、第 5 節「遊宴の場と能楽-東山時宗寺院の阿弥坊塔頭における催し
をめぐって -J の 5 節からなり、主として役者の動向という視点から近世における本願寺の能楽の一面を考察してい
る。
第 4 章「近代を迎えてJ は、第 1 節「明治時代の西本願寺と能楽J 、第 2 節 r r 目利き」が見た能一明治期東本願
寺法主の観能記-J の 2 節からなっていて、本願寺門主の遺した資料をもとに明治時代の本願寺と能楽とのかかわり
を紹介している。
また、 「資料編」には、未紹介の能番組などを多く含む「翻刻資料」と「本願寺能楽史年表J が収められている。
「論考編」の分量は 400 字詰原稿用紙に換算して 950 枚ほどであり、 「資料編」の分量は 400 字換算で 400 枚ほど
である。
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論文審査の結果の要旨
能楽史研究にあっては、戦前まではほとんど未開拓という状況にあった近世能楽史の研究がここ 20 年ほどのあい
だに盛んになってきた結果、近世の社会や文化における能楽の予想以上の広がりが加速度的に明らかになりつつある。
それは幕府や諸藩における式楽としての能楽の実態であったり、三都における広範かっ多彩な能楽愛好の状況で、あっ
たりするのだが、室町後期から近代初期までの本願寺と能楽とのかかわりを論じた本論文も、中核は近世の本願寺に
おける能楽の解明であり、やはりそのような近年の能楽研究の趨勢から生まれた業績である。
本論文の意義は、まず第一に、本願寺の能楽の通史的・総合的な研究である点にあろう。本願寺の能楽を論じた従
来の研究はいずれかといえば室町時代が中心で、江戸時代の研究は江戸後末期を対象にした断片的なレベルにとどま
っていたが、本論文は著者自身の発掘になる多くの資料を用いて、それを通史的・総合的に解明しようとし、あるて
いどそれに成功している。なかでも本願寺の年中儀礼に付随する演能の実態を通史的にあとづけた点は高く評価され
る。第二に、いま述べた資料の発掘があげられる。本願寺という-寺院と能楽とのかかわりというような問題を通史
的に論じようとする場合にはあらたな資料の発掘が不可欠であるが、本書においてはどの節にあっても、著者の発掘
になる新資料が紹介されて、問題の解明に活用されている。それにはたとえば真宗史料集成などに活字化されていな
がら能楽研究者がその存在を知らなかったものも含まれているが、本願寺史料研究所、大谷大学、龍谷大学などに所
蔵の、まったく未紹介の東西両本願寺の能楽にかかわる資料も少なくない。それらは 100 頁にわたって「資料編」に
紹介されている。もっとも、資料の紹介に比重がかかって、論がやや平板になっている箇所もあるが、ここに紹介さ
れた資料は今後の近世能楽史研究のいっそうの進展に少なからず寄与することになろう。第三に、本論文はたんに本
願寺の能楽史研究にとどまらず、近世京都の能楽史研究、ひいては江戸もふくめた近世の能楽史研究ともいえる側面
を有していることである。本論文ではまことに多くの本願寺の能楽の担い手(役者)への言及があるが、彼らの多く
は京都や江戸の役者だからである。その結果、これまでは「点」というていどにしか知られていなかった役者の動向
が「線」へと展開していることが少なくない。なかでも資料に残りにくい近世京都の謡役者や狂言役者の動向が明ら
かにされているのは貴重である。
一方、本論文は基本的に既発表の論考をもとにしているためであろう、やや記述に重複があることが惜しまれるが、
本論文には上述のような多くの意義が認められるので、あって、本論文を博士(文学)の学位にふさわしいものと認定
する。
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